
【講演概要】

東日本大震災直後の津波来襲時には『命の道』の役割を担い、今また
復興の象徴として、早期完成への熱い期待も高い三陸沿岸道路。早期供
用開始のためには工事着手までのいわゆる「川上業務」を短縮すること
が必要不可欠でした。

事業促進ＰＰＰは平成24年6月に、同道路など１０工区１８３kmの
新規事業区間に導入され、新規事業化から工事着手まで通常４年程度か
かる工程を１年に短縮するなど大きな成果を挙げています。

本講演では、事業促進ＰＰＰを導入するに至った背景、制度設計の概
要、導入したことでもたらされた効果や課題、今後の展望等について報
告します。

－ 建設マネジメント講演会 －

日時：平成26年1月22日（水）15:30～17:00
場所：札幌アスペンホテル

札幌市北区北8条西4丁目5番地
TEL 011-700-2111

予定：15:30 ～ 15:35 委員長挨拶
15:40 ～ 16:40 講 演
16:40 ～ 17:00 質疑 応答
17:00 閉 会

［主催］北海道土木技術会建設マネジメント研究委員会
［共催］土木学会建設マネジメント委員会
［申込み］別紙申込書に氏名、所属、連絡先を記入しメールまたは

ＦＡＸでお申し込み下さい。

【講師略歴】
国土交通省東北地方整備局企画部技術調整管理官 加 藤 信 行 氏
昭和30年生まれ
昭和53年 建設省入省
平成17年 山形河川国道事務所 副所長
平成19年 河川部 河川工事課長
平成21年 企画部 技術管理課長
平成25年 現職（企画部 技術調整管理官）

東北における復興道路の
事業促進ＰＰＰの取り組み


